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湘
南
支
部
の
み
な
さ
ん
は
大
変
お
元
気
な
の

で
心
配
な
い
で
す
が
、
一
般
の
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
は
事
前
に
こ
の
ツ
ア
ー
は
約
２
時
間

で
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
き
ま
す
と
伝
え
て

あ
っ
て
も
、
途
中
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
ガ
イ
ド
の
苦
労
話

も
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の
移
動
は
照
り
つ
け

る
暑
さ
を
避
け
て
、
極
力
日
陰
を
歩
き
な
が

ら
、
熱
中
症
に
最
大
限
注
意
し
て
、
特
に
体

調
を
壊
す
人
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
お
目
当
て
の
「
大
本
営
地
下
壕
跡
」

と
「
市
ヶ
谷
記
念
館
」
の
見
学
に
つ
い
て
は
、

今
回
参
加
し
た
予
備
自
衛
官
の
高
橋
様
の
詳

細
な
レ
ポ
ー
ト
を
同
時
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
是
非
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

そ
の
代
わ
り
に
今
回
は
あ
る
役
員
の
紹
介

で
大
学
院
生
の
高
橋
様
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

５
人
の
若
き
大
学
生
が
当
支
部
の
部
隊
研
修

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
予
備
自
衛

官
制
度
等
を
含
む
彼
ら
の
本
研
修
及
び
そ
の

後
に
開
催
し
た
懇
親
会
で
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。
米
国
を
は
じ
め
多
く
の
国
で
は
普
段

か
ら
予
備
役
制
度
が
充
実
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
我
が
国
は
こ
れ
ま
で
予
備
役
制
度
そ
の

も
の
を
整
備
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
我

が
国
に
お
い
て
も
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と

し
て
即
応
予
備
自
衛
官
制
度
、
予
備
自
衛
官

制
度
、
予
備
自
衛
官
補
制
度
と
い
う
３
つ
の

制
度
（
以
下
、
「
予
備
自
衛
官
等
制
度
」
）

を
設
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
普
段
は
社

会
人
や
学
生
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従

事
し
な
が
ら
、 

一
方
で
は
自
衛
官
と
し
て
必

要
と
さ
れ
る
練
度
を
維
持
す
る
た
め
に
訓
練

に
応
じ
る
も
の
で
す
。 

そ
し
て
、
予
備
自
衛

官
と
即
応
予
備
自
衛
官
は
、
防
衛
招
集
や
災

害
招
集
な
ど
に
応
じ
て
出
頭
し
、
自
衛
官
と

し
て
活
動
し
ま
す
。
当
支
部
の
部
隊
研
修
に

こ
の
予
備
自
衛
官
で
あ
る
現
役
の
大
学
院
生

及
び
大
学
生
が
５
名
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

は
か
つ
て
な
い
こ
と
で
す
。
い
つ
も
は
還
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を
過
ぎ
た
年
配
者
が
多
い
集
団
で
す
が
、
今

回
は
そ
の
中
に
我
々
の
孫
ぐ
ら
い
の
若
人
が

自
ら
の
意
思
で
将
来
の
自
衛
官
を
目
指
し
て

予
備
自
衛
官
に
な
り
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
訓

練
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
若
者
達
が

大
本
営
地
下
壕
跡
や
旧
陸
軍
士
官
学
校
の
大

講
堂
を
見
学
し 

、
昭
和
２
１
年 

５
月
か
ら
同
２ 

３
年
１
１
月
ま 

で
の
間
、
極
東 

国
際
軍
事
裁
判 

（
東
京
裁
判
） 

の
法
廷
と
し
て 

使
わ
れ
た
こ
と 

に
若
者
ら
し
い 

興
味
を
持
っ
て
見
学
す
る
彼
ら
の
真
摯
な
態

度
に
接
す
る
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
で
爽
や
か

で
し
た
。
あ
の 

有
名
な
三
島
由 

紀
夫
氏
が
自
衛 

隊
に
決
起
を
促 

し
て
演
説
し
た 

バ
ル
コ
ニ
ー
や 

乱
闘
時
の
扉
の 

刀
傷
、
割
腹
自 

殺
し
た
場
所
な 

ど
を
、
現
代
の 

普
通
の
若
者
達
と
一
緒
に
共
同
体
験
で
き
た

こ
と
に
感
激
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
市
ヶ
谷
記
念
館
前

で
の
参
加
者
総
員
の
集
合
写
真
を
掲
載
し
ま

す
の
で
、
是
非
参
加
者
一
人
一
人
の
明
る
い

笑
顔
を
見
て
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
禍
も
や
や

落
ち
着
い
た
こ
と
か
ら
、
部
隊
研
修
終
了
後

に
は
防
衛
省
正
門
近
く
で
参
加
者
全
員
に
よ

る
懇
親
会
を
開
催
し
、
参
加
者
同
士
の
交
流

は
勿
論
、
参
加
し
た
予
備
自
衛
官
の
学
生
た

ち
が
自
衛
隊
入
隊
を
目
指
す
理
由
や
そ
ん
な

彼
ら
を
見
守
る
ご
家
族
の
反
応
な
ど
、
ま
る 

で
全
員
が
家
族
の
よ
う
な
気
持
で
心
温
ま
る

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
市
ヶ
谷
ツ

ア
ー
研
修
と
は
ま
た
次
元
の
異
な
る
成
果
が

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
来
年

度
も
幅
広
い
参
加
希
望
者
が
楽
し
め
る
防
衛

省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
研
修
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
会
湘
南
支
部 

部
隊
研
修 

「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て 

予
備
自
衛
官 

高
橋
友
登 

今
回
参
加
し
た
市
ヶ
谷
駐
屯
地
見
学
会
で

は
大
本
営
地
下
壕
跡
、
市
ヶ
谷
記
念
館
、
厚

生
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

印
象
に
残
っ
た
の
が
市
ヶ
谷
記
念
館
で
あ

り
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持

つ
建
物
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。 

 

市
ヶ
谷
記
念
館
は
元
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
初
め
は
尾
張
徳
川
藩
の

上
屋
敷
が
あ
っ
た
市
ヶ
谷
台
に
陸
軍
士
官
学

校
本
部
と
し
て
建
設
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
は
極
東
国
際
軍
事
裁
判(

東
京
裁
判)

の

法
廷
と
し
て
大
講
堂
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
何
故
こ
の
建
物
を
法
廷
と
し
て
選

定
し
た
の
か
、
そ
こ
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

っ
た
の
だ
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
防
衛
庁
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

た
後
に
防
衛
庁
本
庁
市
ヶ
谷
庁
舎
の
移
転
に

伴
い
、
建
物
の
象
徴
的
な
部
分
を
今
の
場
所

に
解
体
・
移
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
大
講
堂

を
南
北
入
れ
替
え
て
配
置
す
る
な
ど
、
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て

お
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 

市
ヶ
谷
記
念
館
で
は
旧
御
便
殿
の
間
、
旧

陸
軍
大
臣
室
、
大
講
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。

旧
御
便
殿
の
間
は
陛
下
の
休
憩
所
と
し
て
建

物
の
中
で
も
皇
居
寄
り
に
位
置
し
て
お
り
、

夏
場
で
も
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
く
た
め

に
地
下
か
ら
冷
た
い
空
気
を
送
風
す
る
な
ど

の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

部
隊
研
修
「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」 

支
部
理
事
役 

高
鹿
治
雄 

 

湘
南
支
部
は
、
部
隊
研
修
を
令
和
５
年
９

月
５
日
（
火
）
に
実
施
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
は
、
防

衛
省
企
画
の
人
数
制
限
か
ら
当
初
正
会
員
の

み
の
募
集
に
限
定
し
た
が
、
応
募
者
が
や
や

少
な
か
っ
た
た
め
会
員
の
推
薦
者
も
募
集
対

象
に
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
予
備
自
衛
官

の
大
学
生
や
自
衛
隊
支
援
者
の
参
加
希
望
が

増
加
し
、
た
ち
ま
ち
定
員
２
０
名
枠
は
い
っ

ぱ
い
と
な
っ
た
。
当
日
は
厳
し
い
猛
暑
に
も

拘
わ
ら
ず
部
隊
研
修
を
楽
し
み
に
し
た
１
９

名
が
参
加
し
た
。 

 

昨
年
の
部
隊
研
修
に
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
を
選

ん
だ
最
大
の
理
由
は
、
日
本
人
と
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
戦
争
に
纏
（
ま
つ
）
わ
る
「
大

本
営
地
下
壕
跡
」
の
見
学
が
で
き
る
た
め
で

し
た
が
、
今
年
は
４
月
か
ら
７
月
ま
で
地
下

壕
の
補
強
と
見
学
コ
ー
ス
拡
大
工
事
の
た

め
、
見
学
が
中
止
さ
れ
て
お
り
防
衛
省
へ
の

見
学
申
込
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
殺
到
す
る
結

果
と
な
っ
た
。
今
回
湘
南
支
部
の
部
隊
研
修

の
予
約
は
、
実
施
２
ヶ
月
前
の
７
月
の
一
般

予
約
受
付
開
始
と
同
時
に
開
始
し
た
が
、
人

気
の
「
大
本
営
地
下
壕
跡
」
の
申
込
状
況
は

想
像
以
上
に
厳
し
い
激
戦
競
争
で
、
当
支
部

申
込
は
２
日
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
３
日
目
以

降
は
役
員
総
出
で
朝
９
時
の
受
付
開
始
を
目

指
し
て
電
話
攻
勢
を
行
い
辛
う
じ
て
９
月
５

日
午
後
に
湘
南
支
部
枠
２
０
名
の
切
符
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
年
の
見
学
コ
ー
ス
に
は
「
大
本
営
地
下

壕
跡
」
の
新
た
な
地
下
壕
区
域
や
「
厚
生
棟

二
階
に
新
設
さ
れ
た
広
報
展
示
室
」
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
は
や
や
涼
し

く
な
っ
た
９
月
２
９
日
（
木
）
の
午
後
で
し

た
が
、
今
年
は
日
本
中
が
猛
暑
の
中
、
９
月

５
日
（
火
）
は
東
京
の
最
高
気
温
は
３
４
．

８
度
と
猛
烈
な
日
差
し
と
暑
さ
で
し
た
。
千

葉
県
隊
友
会
所
属
の
男
性
ガ
イ
ド
の
方
が
、 
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支
部
特
別
会
員
木
村
俊
雄
氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寒
川
町
長
に
再
選 

任
期
満
了
に
伴
う
寒
川
町
長
選
挙
は
８
月
２

７
日
投
開
票
が
行
わ
れ
、
現
職
の
木
村
俊
雄
氏

が
再
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。 

木
村
俊
雄
氏
は
、
湘
南
支
部
の
特
別
（
個
人
）

会
員
で
あ
り
、
湘
南
支
部
と
し
ま
し
て
心
か
ら

ご
祝
辞
申
し
上
げ
、
引
き
続
き
寒
川
町
政
の
舵

取
り
役
と
し
て
大
い
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
併
せ
て
今
後
と
も
湘
南
支
部
の
特
別

（
個
人
）
会
員
と
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
支
部
長 

清
﨑
忠
圀
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
九
月
二
十
一
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

正
会
員 

 
 

相
馬
孝
良(

７
月
納
入)

、
松
村
昭
男
、 

菅
原
政
弘
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

原
田 

勝
夫 

氏 

 
 
 
 

 
 

令
和
５
年
９
月
８
日 

ご
逝
去 

旧
陸
軍
大
臣
室
は
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
の

執
務
室
と
し
て
使
わ
れ
、
か
の
有
名
な
三
島
事
件
の

現
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
窓
か
ら
は
三
島
由
紀
夫
が

演
説
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
に
繋
が
っ
て
お
り
、
今
で
も

三
島
由
紀
夫
の
背
中
が
窓
越
し
に
見
え
る
よ
う
で
し

た
。
部
屋
の
扉
に
は
三
島
由
紀
夫
が
日
本
刀
で
抵
抗

し
た
際
に
で
き
た
刀
傷
が
今
で
も
生
々
し
く
残
っ
て

い
ま
し
た
。 

大
講
堂
は
視
覚
的
に
広
く
見
せ
る
た
め
の
工
夫
が

さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
面
積
よ
り
も
広
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
母
の
高
校
時
代
の
英
語
教
師
は
東
京

裁
判
で
通
訳
を
し
て
い
た
と
い
う
話
を
以
前
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
こ
の
大
講
堂
の
通
訳
席
に
座

っ
て
い
た
の
だ
な
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

回
の
見
学
会
で
は
歴
史
的
な
建
造
物
や
物
品
を

保
護
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
が
、
特
に
市
ヶ
谷
記
念
館
で
は
「
物
が
残
っ

て
い
な
け
れ
ば
歴
史
や
出
来
事
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
う
。」
そ
う
強
く
実
感
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

湘
南
支
部
「
令
和
５
年
度
平
塚
市 

総
合
防
災
訓
練 

防
災
フ
ェ
ア
」
に
参
加 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

隊
友
会
湘
南
支
部
は
８
月
１
９
日
（
土
）
０
８
０

０
～
１
２
０
０
の
平
塚
市
総
合
防
災
訓
練
の
「
防
災

フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

関
東
大
震
災
１
０
０
年
事
業
「
総
合
防
災
訓
練
」

が
平
塚
市
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
、
行
政
や
各
種
の

団
体
等
５
５
団
体
が
参
加
、
隊
友
会
湘
南
支
部
も
そ

の
一
員
と
し
て
「
防
災
フ
ェ
ア
」
の
部
に
参
加
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、
朝
か
ら
猛
烈
な
暑
さ
で
あ
り
そ
の
中
で

湘
南
支
部
用
の
テ
ン
ト
の
展
張
、
展
示
品
等
の
準
備

を
行
い
フ
ェ
ア
開
催
に
臨
み
ま
し
た
。 

今
回
の
参
加
者
は
、
支
部
長
清
﨑
、
荻
原
防
災
担
当

主
任
、
小
見
山
防
災
担
当
、
喜
瀬
理
事
役
（
特
別
会

員
）、
そ
し
て
特
別
会
員
と
し
て
支
部
入
会
間
も
な
い

中
根
さ
ん
及
び
栗
田
さ
ん
の
計
６
名
の
参
加
で
し
支

部
と
し
て
の
展
示
、
説
明
ま
た
隊
友
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・10/07（土） 

 第７回支部理事役会 

・10/23（月） 

 10 月隊友紙発送 

・11/04（土） 

 第８回支部理事役会 

・11/11（土） 

 安全保障トークサロン 

・11/22（水） 

 11 月隊友紙発送 

・12/09（土） 

 第９回支部理事役会 

・12/上旬 

 広報官慰労・激励会 

て
次
の
展
示
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
中
根
さ
ん
、
栗
田
さ
ん
に
よ
る
浄
水
装

置
の
展
示
・
説
明
及
び
実 

演
、
荻
原
担
当
主
任
の
液 

状
化
実
験
の
展
示
、
防
災 

用
品
の
展
示
等
、
ま
た
小 

見
山
担
当
に
よ
る
隊
友
会 

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布 

等
を
行
い
平
塚
市
民
の
隊 

友
会
湘
南
支
部
の
理
解
、 

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。
ま 

た
今
回
も
喜
瀬
写
真
長
に
よ
る
写
真
も
貴
重
な
記
録

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
猛
暑
の
た
め
か
見

学
者
は
昨
年
よ
り
少
な
い 

感
じ
で
し
た
が
隊
友
会
の 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
５
０
部 

配
布
出
来
ま
し
た
。 

本
防
災
フ
ェ
ア
に
参
加 

し
て
い
る
目
的
は
、
隊
友 

会
の
存
在
と
そ
の
理
解
を 

狙
っ
て
い
ま
す
が
、
平
塚 

市
と
の
防
災
協
定
の
話
が 

今
後
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

荻
原
担
当
主
任
は
９
月
１
５
日
か
ら
３
回
目
の
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
遺
骨
収
集
団
の
隊
友
会
か
ら
の

一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
支
部
長
が
本
記

事
を
担
当
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の
開
催 

第
６
回 

湘
南
支
部
・
西
湘
支
部 

共
催
安
全
保

障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
を
左
記
に
よ
り
開
催
致
し
ま

す
。 

１
．
日
時 

令
和
５
年
１
１
月
１
１
日
（
土
） 

１
４
０
０
～
１
５
３
０
（
受
付
１
３
３
０
） 

２
．
会
場 

藤
沢
商
工
会
議
所
「
ミ
ナ
パ
ー
ク
」 

３
階 

会
議
室 

（
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
北
口
か
ら
北
へ
徒
歩
約
３
分
） 

３
．
講
師 

荻
原
洋
聡 

氏
（
当
支
部
理
事
役
） 

㈱
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ
参
事 

日
本
地
震
予
知
学
会
会
員 

４
．
演
題
「
パ
ブ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
便 

り
」（
戦
没
者
遺
骨
収
集 

現
地
調
査
に
参 

加
し
て
） 

５
．
意
見
交
換
会
（
懇
親
会
） 

 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
０
月
２
７
日

ま
で
に
左
記
の
問
合
せ
先
に
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

別
途
細
部
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

 ※
問
合
せ
先
： 

支
部
理
事
役 

高
鹿
（
コ
ウ
ロ
ク
）
治
雄 

携
帯
番
号
：0

8
0
-
1
13
3
-0
2
52 

メ
ー
ル
： 

k
o
h
ro
k
u@
r
ok
u
me
i
ka
n
-i
c
om
ne
t
.
co
m
 

 

当
支
部
の
防
災
担
当
理
事
役
の
荻
原
洋
聡
氏

が
令
和
４
年
度
（
第
５
次
）
及
び
令
和
５
年
度

（
第
２
次
）
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
戦
没
者
遺
骨
収
集 

現
地
調
査
に

隊
友
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
貴
重
な
体
験
談
を
含
め
派
遣
に
至
っ
た
背

景
・
経
緯
か
ら
、
厚
労
省
戦
没
者
遺
骨
収
集
の

意
義
な
ど
を
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

本
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
に
お
き
ま
し
て
皆
様
方
の

積
極
的
な
ご
参
加
に
よ
り
、
当
安
全
保
障
ト
ー

ク
サ
ロ
ン
の
目
的
で
あ
り
ま
す
参
加
者
相
互
の

活
発
な
意
見
交
換
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

（
担
当
理
事
役
高
鹿
治
雄
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
第
４
５
回 

神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り 

２
０
２
４
」
協
賛
の
お
願
い 

今
年
度
末
（
令
和
６
年
３
月
）
陸
海
空
各
自

衛
隊
に
入
隊
、
防
衛
大
学
校
等
へ
入
校
予
定
の

皆
さ
ん
を
激
励
す
る
「
第
４
５
回 

神
奈
川
自
衛

隊
音
楽
ま
つ
り
２
０
２
４
」
を
湘
南
支
部
も
応

援
し
ま
す
。 

近
く
「
音
楽
ま
つ
り
協
賛
の
お
願
い
」
を
会

員
各
位
へ
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
支
部
長
） 

 

  

  
液状化実験の様子 浄化装置実演の様子 


